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本研究の問題意識と目的

•黒田裕子氏は災害看護分野に多くの論文などを残した。

•しかし、そのときどきの個別のテーマに注力しており、
自身の根本的な思想の完成形を言語化・体系化するには
至っていない。
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黒田裕子の看護哲学を、
彼女の既刊文献から再構成する。

目
的



先行研究とリサーチ・クエスチョン

•室崎（2015）：『被災地のマザーテレサ』と呼ばれてい
たが、むしろナイチンゲールに近い。

•柳田・酒井編（2018）：徹底的な「現場主義」。
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黒田の「現場主義」とは？
被災現場に入るだけでなく、避難所や仮設住宅
の環境改善、法制度の確立、後継者育成まで含
めて被災者の回復を支えるとは…？

RQ



再構成1

人間と
生活

「私たちは、対象と向き合う時の原点として、「人間」と「生活」を忘れないようにして活動を開始した。震災によって種々な苦痛を抱き、その苦痛と
向き合っている人間が、今ここにいる。そして、生活をしている。このことがよりよいケアの第一歩であったからである。」（似田貝編2006）

「人間」

個別性▶

尊厳▶

「避難所での集団生活は、コミュニティに配慮するとともに、個人の特性にも配慮した身体的、精
神的、社会的側面からの環境づくりも大切である。〔…〕麻痺のある人は、どちら側に麻痺がある
か、機能する手はどちら側と考えて〔避難所での〕位置を決定する。〔…〕受験時期で、受験生が
いればその人たちの環境にも配慮する。」（黒田2005a）

被災現場で出会うニーズは平時の病院よりも多様。被災者の
個別具体的状況に向き合うところからケアが始まる。

「〔仮設〕住宅内にも問題があった。〔…〕天井の隙間から、光や雨が入り、畳の隙間からは草が加
温をのぞかせる、虫が入る等……。〔…〕人間として住むことの出来る環境こそ安らぎがあり、
QOLを高めることができるのである。」（黒田2000）

被災現場では人間らしい生活環境がしばしば軽視される。
一人ひとりが尊厳を保って生活できる状況がQOLを維持する。

「生活」 人間は災害時でも生活を営む存在。人間の尊厳に直結する個別具体的なニーズ
は、避難所や仮設住宅や復興住宅の日常生活の観察において現れる。

「バリアフリーを考慮した最新住宅は、昔の人にとっては意外に扱いにくい。ワンタッチボタン等使ったことがないので、
あっちこっちとさわっている間によりわからなくなり、「お水が出ない」「お湯が出ない」とお風呂も入れなかったり、食事も
作ることなく、出来上がりを買って来たりしていた例もあった。」（黒田２０００）

「仮設の中には木1本もない。棟番号が記されていても、高い位置にあり、老人にとってはとても小さい字で記されているため、
目にとめることができなかった。〔…〕そこでボランティアは、棟番号の張替えを行った。〔…〕雨に強い塗料を使用して、目の高さ
の位置に大きい字で棟番号を書いてまわった。」（黒田2000）

支援の

原点

▶



再構成2

地域と
コミュニ
ティ

人間と

生活の

基盤

「我々は被災者全体をコミュニティケアの対象として、その人がその人らしく生活できる、「人間」として尊厳をもった生き方ができるように支援す
る必要がある。」（黒田２００３）、「看護はコミュニティのなかにあり、コミュティのなかより浮上する。」（黒田2006a）

“地域と暮らしの一体化”
復興期においては地域が主体となって被災者を受け入れ、
かつての被災者も地域の主体となる。▶

“場づくり、人づくり”
地域住民が共通の体験を持ち、住民がそれぞれの役割を分
担することで被災者の本当の「自立と復興」が達成される。◀

抽選で復興住宅に入居、仮設住宅コミュニティから再び切断阪神淡路
大震災



再構成3

今を

ここで

とらえる

▶五感の重視

想像と共感

実践の意味づけ

被災地の匂いや雰囲気を全身で感じ、被災者の生身の状況を五感
で把握する。一挙手一投足が物語るものを読み取る。

現場で

の姿勢
「その被災地の全体の空気にふれてみて下さい。そして、においを嗅いでみてください。その中で対象と向き合って下さい。避難所
に行かれたら、傍で座って、お話をするだけでも、心が和むっていうことが、ございます。」（黒田2006b）

▶
ひとりひとりの個別具体的で生活文脈に即したニーズを被
災者自身が語ることは簡単ではない。身体性を伴った共感
と想像から「言葉」を聞き取る。

「でも言わない人もいます。もう、下を向かれます。上を向いていらしたのにも関わらず、このことを言ったことによって、下を向
かれた時には、ここに言葉があるのですね。言葉があるから、その時には、言いたくないのだけれど、「我々のことをそれだけ気
遣ってここに来てくださっているのだな」っていうのをわかるわけですから、肩に手をあててさし上げて下さい。みんながみんな
そうではないかもわかりませんが、涙を流されます。そして、そのぬくもりを感じ取ってくださるっていうことですね。これは言葉
なんですね。」（黒田2006b）

▶相手の肌にふれながら、さらに次の実践を地域課題
や政策提言の次元までトータルに読み取ってゆく。

「担い手に必要なことは、相手と向き合うときにみえないものをみる力を成熟させることである。また、聴く力である。言葉だけを聞くのではな
く、1つひとつのしぐさ、表情、音などからその人のいまをとらえることで、命を救うことができる。」（黒田2012）

「みて感じたことなど、法整備されていないものなどは言語化し、政策提案も心しておくことが重要である。」（黒田2012）

「人の言うことには一つ一つに意味があります。それを受け止め、それによって行動しなければなりません。そのために必要なのは
五感をしっかりはたらかせることです。それこそ指がひとつ動くだけで、その指の動きが何を物語っているのかがみえるように。」
（黒田2005b）



黒田裕子の

看護哲学と ６ 現場主義

• ミクロな生活場面から、地域コミュニティや、政策提言まで

• 発災直後の避難所から、仮設住宅退去後の地域生活まで

• こまやかな共感と把握によってひとりひとりを支えようとする

＝ 被災者の自立と復興をトータルで捉え、支える

＝



黒田裕子の看護哲学と実践は
「看護」なのか？

7考察

• 黒田の理想像：避難所や仮設住宅から地域コミュニティ、政策まで看護師が課題
を捉え献身する。（広い！）

• 黒田が実践していたのは、あくまで「被災者支援」であって、「災害看護」の域
を超えていた？

• 被災者が投げ込まれた状況に共に身を置き、身体に触れ、語られぬ苦痛を聴き
取り、個別の課題を解決しながら、回復プロセス全体あるいは生命の終焉まで
全人的に支える。⇒むしろ看護の原点？

• 黒田がめざしたトータルな被災者支援の実践こそが災害看護の本質であり、む
しろ看護そのものの本質がそこに現われている。

災害看護
に境界線
はある？
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